
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

栃木市都賀家庭教育支援チーム 

 （呼称：らっこっこくらぶ） 

 

②活動拠点 栃木市都賀公民館 

③活動範囲 栃木市都賀地域全域 

④組織体制 

 

  １２ 人 

元保育士１人 住職１人 地方公務員１人 インストラクター１人  

販売員２人 農業２人 会社員３人 相談支援専門員１人 

 

⑤活動開始年度 平成１８年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

栃木市地域振興部都賀地域づくり推進課公民館係 

（TEL）0282-27-5050   （E-mail）tsuga-k@city.tochigi.lg.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

☐中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

『らっこっこくらぶ』では、栃木県教育委員会作成「親学習プログラム」を活用

した講座を中心に活動している。「親学習プログラム」は参加者同士で話し

合いを進めていく中で、自分自身の問題に気づいたり、親としてのあり方や



役割について考える「きっかけ」を作ることを目的に『らっこっこくらぶ』では以

下の講座を継続して実施している。 

 

・就学時健康診断時を活用した子育て講座「子どものいいところを伸ばそう」

では、就学前にお子さんの成長や良いところを見つめ、これからの接し方

関わり方について考える機会としてエピソードやワークをとおして、話し合

い交流を深めながらそれぞれのお子さんの個性をさらに伸ばす手助けが

できるよう子どもの見方、応援方法について考える「きっかけ」作りの場を

提供している。（平成１８年～継続実施中） 

 

・小学生親子対象のおりがみ工場見学＆親学習プログラムでは、工場見学

の他に、親は「親学習プログラム生活リズムについて」の講座を行い、子ど

もは、おりがみを活用した「わたしの朝ごはんランチョンマット」を作成し食

の大切さを知ってもらう「きっかけ」

作りの場を提供している。（平成２２

年～継続実施中） 

 

・保育園、小学校の保護者向けのハ

ッピー子育てでは、「親学習プログラ

ム食育について」の講座を行い、親

の食育に関する関心を高め、好き嫌いをなくす工夫をそれぞれで考える

「きっかけ」作りを行っている。（平成２６年～継続実施中） 

 

・『らっこっこくらぶ』では、都賀公民館と一緒に「制服バンク」事業を行ってい

る。子育て支援サポートを目的とした制服バンクを設置し、使わなくなった

制服を集め必要となった生徒に提供することで、資源の再利用を図り子育

ての環境整備の一助としている。また、リサイクルの普及と子育て支援活

動の拡大を図っている。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・学習会を通じて、参加者同士の交流や同じ悩みを持つ親同士の情報交換

の場にもなっている。 

・おりがみ工場見学では、親と子が一緒に「学び」「遊び」「楽しむ」姿がたくさ

ん見られ、親子のふれあい、親子のきずなを深めることができた。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （栃木市補助金） 

 


